
　
日
頃
、
高
山
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
等
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
11
月
の
村
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
村

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
か
ら
力
強
い
ご
支
援

と
暖
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、

引
き
続
き
村
政
二
期
目
の

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

村
政
二
期
目
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、「
め
ざ
す
未
来

は
、
豊
か
な
高
山
村
と
村
民

の
幸
せ
」
で
あ
り
ま
す
。
村

民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、
村
民
誰
も
が
安
心
し

て
明
る
い
生
活
が
で
き
る
地

域
を
つ
く
る
。
こ
れ
が
私
の

基
本
理
念
で
あ
り
、
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
理
念
を
着
実
に

実
現
す
る
た
め
に
は
、
常
に

「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
現
場

主
義
」
を
も
っ
て
、
村
政
運

営
に
あ
た
っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
な
お
一
増
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
未
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通

せ
な
い
状
況
の
中
、
皆
様
方

に
は
、
日
々
の
生
活
や
行
動

に
お
い
て
何
か
と
制
約
や
制

限
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
増
え
て
お
り
、
ご
不
便
や

ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
安
全
で
安
心
で
き

る
「
豊
か
な
高
山
村
」
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
、
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
に
村
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し

て
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
高
齢
者
の
皆
様
を
優
先

し
て
行
え
る
よ
う
体
制
の
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
手

洗
い
・
う
が
い
や
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
そ
し
て
人
と
の
距

離
の
確
保
を
徹
底
し
て
い
た

だ
き
、「
感
染
し
な
い
、
感

染
さ
せ
な
い
」
行
動
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

豊
か
な
高
山
村
と

村
民
の
幸
せ
を
め
ざ
し
て

高
山
村
長　

内
山
　
信
行

13 チームによる熱戦が繰り広げられた（記事２面）

ケーブルテレビの取材を受ける会長 昨年に続き優勝した天蕨チーム 最終日、決勝リーグがスタート

秋季ゲートボール大会の開会式で祝辞を述べる内山村長
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９
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
室
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
於
い
て
秋
季
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
９
支
部

か
ら
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。【
写
真

一
面
】

　

試
合
は
、

最
初
の
２
日

間
は
３
ブ

ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
予
選

を
行
い
、
勝

ち
上
が
っ
た

各
ブ
ロ
ッ
ク

　

毎
年
９
月
20
日
は
、
全
国
一
斉

老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」

と
し
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
高
山

村
老
連
で
も
、
神
社
や
集
会
場
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
周
辺
の
除

草
や
清
掃
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚

れ
落
し
や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
、

地
域
の
要
望
等
に
合
わ
せ
支
部
毎

に
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
中
野
市
の
北
信
合

同
庁
舎
に
お
い
て
、
県
老
連
北
信

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

本
部
役
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
老
連
近
藤
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
様
々
な
活
動
に
取
り
組

　

第
60
回
長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
は
、
去
る
10
月
21
日
に
塩
尻
市

レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
に
於
い
て
人
数
を

減
ら
し
て
開
催
さ
れ
、
高
山
老
連

か
ら
は
、
宮
前
副
会
長
と
松
本
女

性
部
長
を
含
め
三
人
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、表
彰
式
、私
の
主
張
、

講
演
の
他
、
来
年
度
か
ら
会
の
名

称
が
「
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
へ
、テ
ー
マ
ソ
ン
グ
も
「
大

樹
の
よ
う
に
」
に
変
更
さ
れ
る
旨

の
発
表
と
お
披
露
目
が
あ
り
、
早

く
覚
え
て
い
た
だ
く
為
、
各
支
部

へ
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
ま
し
た
。

監 

事　

篠
原
　
武

体
育
部
長　

木
山
　
章
次

教
養
部
長　

山
﨑
　
勝
己

会 

長　

藤
沢
　
一
實

上
高
井
郡
老
連

  「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
」

交
流
会

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催

大
会
開
催

社会奉仕の日社会奉仕の日

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加

長
野
県

長
野
県老

人
ク
ラ
ブ
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

紅葉の中のマレット交流会

上高井郡老連のマレット交流会開会式

ブロック研修会場にて

三郷長生会の奉仕活動

　

10
月
14
日
㈬
、
チ
ャ
オ
ル
の
森
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
第
５

回
上
高
井
郡
老
連
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雲
一
つ
な
い
抜
け
る
よ
う
な
青

空
の
も
と
、
総
勢
42
名
の
参
加
者

は
開
会
式
の
後
、
各
ホ
ー
ル
に
分

か
れ
一
斉
に
競
技
開
始
。

　

鮮
や
か
な

赤
と
黄
色
の

紅
葉
が
見
事

な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
描
く

景
色
の
中
、

コ
ー
ス
の
あ

ち
こ
ち
か

の
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
、
合
計

６
チ
ー
ム
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
に
は
、
第
一
ゲ
ー
ト
が

入
ら
ず
苦
労
す
る
人
、
相
手
チ
ー

ム
に
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ト
外
へ
は
じ

き
出
さ
れ
、
プ
レ
ー
が
で
き
ず
体

を
持
て
余
す
人
な
ど
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
で
最
高
齢

の
92
歳
の
方
は
、
若
い
人
に
負
け

な
い
機
敏
な
動
き
で
周
り
を
び
っ

く
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

優　
勝　
天　
蕨

　
準
優
勝　
久
保
Ａ

　
３　
位　
黒
部
Ｂ

　

な
お
、
冬
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
が
押
し

寄
せ
た
た
め
、
や
む
な
く
中
止
と

し
ま
し
た
。

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。」「
新
年
度
よ
り
、

組
織
の
名
称
を
『
長
野
県
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
』
に
、
発
足
以
来

歌
わ
れ
て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌

も
一
新
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
る
団
体
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
。

　

活
動
事
例
発
表
で
は
、
中
野
市
、

長
野
市
、
飯
綱
町
、
小
川
村
の
各
ク

ラ
ブ
か
ら
、会
員
増
強
に
結
び
付
く

活
動
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
ガ
ラ
ケ
ー
電
話
」（
３

Ｇ
）
が
、
来
年
か
ら
順
次
使
え
な
く

な
る
こ
と
を
見
据
え
た
「
ス
マ
ホ
体

験
会
」
が
開
催
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た

ス
マ
ホ
で
、
電
話
の
か
け
方
や
ラ
イ

ン
の
や
り
方
な
ど
を
体
験
。
来
年
度

は
、
各
老
連
や
支
部
単
位
の
体
験
会

も
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。

ら
、「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」「
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
に
な
る
～
？
」
な
ど
の
大

き
な
声
や
、「
ア
ー
Ｏ
Ｂ
だ
‼
」
な

ど
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

仲
間
と
ス
コ
ア
ー
カ
ー
ド
を
確

認
し
、「
こ
の
ス
コ
ア
ー
で
は
入
賞

は
ム
リ
？
」「
チ
ャ
オ
ル
の
コ
ー
ス

は
難
し
い
！
」
な
ど
と
言
葉
を
交

わ
し
な
が
ら
、
無
事
18
ホ
ー
ル
を

回
り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、

地
の
利
を
生
か
し
た
高
山
の
選
手

が
上
位
を
独
占
す
る
形
に
な
り
ま

し
た
が
、
飛
び
賞
に
は
両
老
連
の

選
手
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
そ
の
た

び
に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　

室
内
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
と

な
り
思
う
よ
う
に
交
流
が
出
来
な

い
中
、
両
老
連
の
貴
重
な
交
流
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

力強い選手宣誓

大いに盛り上がった表彰式

令和 3 年 3 月 31 日　発行　（2）第　54　号



　

老
連
女
性
部
の
活
動
は
奉
仕
活

動
が
中
心
で
す
が
、
楽
し
み
や
や

り
が
い
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

春
と
秋
に
行
わ
れ
る
「
独
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
料
理
教
室
」
は
、

残
り
物
や
簡
単
な
食
事
で
済
ま
す

こ
と
の
多
い
独
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
、
フ
レ
イ
ル
（
心
身

が
衰
弱
し
要
介
護
状
態
に
近
づ
く

こ
と
）
や
高
血
圧
な
ど
の
予
防
に

つ
な
げ
る
た
め
、
村
の
管
理
栄
養

士
さ
ん
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
く
だ
さ
り
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ

ん
に
下
ご
し
ら
え
な
ど
の
準
備
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
調
理
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
手
順
を

習
っ
た
あ
と
、
参
加
し
た
独
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

調
理
し
ま
す
。

　

県
老
連
が
、
令
和
３
年
４
月

１
日
よ
り
、「
長
野
県
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
に
変
わ
る
事
を

受
け
、
高
山
老
連
で
も
、
去
る

３
月
23
日
に
開
催
し
た
令
和
２

年
度
の
最
終
理
事
会
に
於
い
て

協
議
し
た
結
果
、
同
じ
く
令
和

３
年
４
月
１
日
よ
り
、「
高
山
村

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
に
名

称
を
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
「
イ
メ
ー
ジ

が
あ
ま
り
良
く
な
い
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
会
員
増
強
運
動

の
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
県
老
連
は
、
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
発
足
60
年
の
節

目
を
契
機
に
名
称
を
変
更
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

高
山
老
連
で
も
、
名
称
を
変

更
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

会
員
増
強
運
動
に
プ
ラ
ス
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
歌
わ
れ
て
き
た

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
」
も
、
会
員

か
ら
歌
詞
を
募
集
し
た
新
た
な

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
大た

い
じ
ゅ樹
の
よ
う

に
」
に
変
わ
り
ま
す
。

女
性
部
長　

松
本
　
和
子

　

出
来
上
が
っ
た
料
理
は
ボ
リ
ュ
ー

ム
も
あ
り
、
塩
分
控
え
め
な
の
に
美

味
し
く
、
こ
の
料
理
を
堪
能
す
る
と

き
は
女
性
部
だ
け
の
嬉
し
い
時
間
で

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
親
子
の
皆
さ
ん
と
の
世
代
間
交

流
と
し
て
、
更
生
保
護
女
性
会
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
夏
は
「
七
夕
飾

り
づ
く
り
」、
冬
に
は
「
ま
ゆ
玉

づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
一
緒
に
工
作
し
た
り
、
お
母

さ
ん
が
作
業
し
や
す
い
よ
う
に
赤

ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
た
り
と
、
時
間

を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
令

和
２
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
い
ず

れ
も
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。）

　

そ
し
て
、
６
月
頃
に
は
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
「
女
性
指

導
者
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
上

高
井
郡
老
連
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
や
、
１
泊
２
日
で
行
わ
れ

る
郡
の
総
会
な
ど
で
顔
な
じ
み
と

な
っ
た
小
布
施
町
老
連
の
皆
さ
ん

と
、
曲
に
合
わ
せ
て
行
う
フ
レ
イ

ル
予
防
体
操
や
、「
指
編
み
マ
フ

ラ
ー
」「
ミ
ニ
麦
わ
ら
帽
子
」
作
り

な
ど
を
一
緒
に
行
っ
て
、
会
場
は

笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

特
別
な
道
具
や
機
械
な
ど
を
一

切
使
わ
ず
、
片
方
の
手
の
指
に
太

め
の
毛
糸
を
順
番
に
巻
き
付
け
な

が
ら
編
む
マ
フ
ラ
ー
や
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
に
紙
ひ
も
を

巻
き
付
け
接
着
剤
で
固
定
す
る
だ

け
の
ミ
ニ
麦
わ
ら
帽
子
づ
く
り
は
、

手
軽
に
制
作
に
取
り
掛
か
る
こ
と

が
で
き
、
脳
や
指
先
を
使
う
こ
と

で
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ケ
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

12 月の独り暮らし高齢者の料理教室

令和元年女性部研修 フレイル予防体操

短時間でマフラーが完成

令和元年７月の七夕飾りづくり

令和 2 年度は指編みマフラーに挑戦

や
り
が
い
あ
る

や
り
が
い
あ
る

女
性
部
の
活
動

女
性
部
の
活
動

高
山
老
連

高
山
老
連  

は

高
山
村

高
山
村

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
変
わ
り
ま
す

　

本
来
こ
こ
で
教
わ
っ
た
技
術
は
、

各
市
町
村
老
連
に
持
ち
帰
っ
て
伝

達
す
べ
き
で
す
が
、
高
山
老
連
の

女
性
部
は
崩
壊
寸
前
の
状
態
で
そ

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
現
在
、
女
性
部
活
性
化
の

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
具
体
化
す
る
「
地
域
に

役
立
つ
活
動
」
に
、
女
性
会
員
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
ぜ
ひ
と
も
お

願
し
ま
す
。

（3）　令和 3 年 3 月 31 日　発行 第　54　号



（
編
集
委
員
）

　
山
﨑
　
勝
己 

　
柴
田
　
弘
男

　
牧
　
　
利
夫 

　
宮
崎
　
　
実

　
涌
井
　
幸
治 

　
関
谷
　
宣
男

　

令
和
２
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
事
業
実
施
の
難

し
さ
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
年
で
し

た
。
中
止
し
た
事

業
も
多
く
、
老
連

だ
よ
り
の
紙
面
を
埋
め
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
一
日
も

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
本

来
の
事
業
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和２年度 令和２年度 高山村老人クラブ連合会決算書高山村老人クラブ連合会決算書
収 入 金 額
支 出 金 額
差 引 残 額

1,214,891 円
648,549 円
566,342 円

項　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　明
分　担　金 150,000 147,000 △ 3,000 294 人 × 500 円

助　成　金 580,000 579,160 △ 840 村・社協からの助成金

特別分担金 250,000 88,200 △ 161,800 各スポーツ大会参加費

繰　越　金 392,226 392,226 0 前年度より

雑　収　入 27,774 8,305 △ 19,469 斡旋物資手数料、利子

合　　　計 1,400,000 1,214,891 △ 185,109

項　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　明

総　会　費 120,000 0 △ 120,000 総会中止

会　議　費 100,000 34,710 △ 65,290 役員会、理事会、引継会他

手　　　当 61,000 61,000 0 役員手当

旅　　　費 25,000 9,522 △ 15,478 県大会参加費（３名）

研　修　費 100,000 53,743 △ 46,257 県研修会、郡マレット交流会

需　用　費 20,000 9,502 △ 10,498 通信費、事務用品、等

社会奉仕費 15,000 16,136 1,136 花いっぱい運動諸費用

福　祉　費 5,000 0 △ 5,000
旅　行　費 100,000 0 △ 100,000 研修旅行中止

体　育　費 230,000 82,126 △ 147,874 スポーツ各大会・交流会、等

女 性 部 費 40,000 2,100 △ 37,900 県女性部研修会参加費

教 養 部 費 150,000 159,010 9,010 会報編集、印刷代

支部活動費 70,000 70,000 0 各支部へ助成

加入促進費 100,000 85,400 △ 14,600 各支部へ助成、新聞広告

育　成　費 60,000 18,000 △ 42,000 長寿サロン助成

負　担　金 30,000 25,500 △ 4,500 県老連負担金

雑　　　費 10,000 21,800 11,800 祝儀、見舞い、CD、等

予　備　費 164,000 0 △ 164,000
合　　　計 1,400,000 648,549 △ 751,451

（単位：円）

（単位：円）

●収入の部

●支出の部

令和２年度
行事報告

行　
　
　
事

４月

正
副
会
長
会

役
員
会
（
理
事
・
女
性
部
）

５月

第
60
回
定
期
総
会
（
中
止
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
苗
配
布

６月

シ
ル
バ
ー
人
材
交
流
マ
レ
ッ
ト

上
高
井
郡
老
連
役
員
会

正
副
会
長
会

７月

教
養
部
会

花
い
っ
ぱ
い
運
動
審
査
会

正
副
会
長
会

８月

理
事
会
・
防
犯
教
室

第
27
回
寿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

上
高
井
郡
老
連
役
員
会

第
22
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

９月

教
養
部
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
抽
選
会

正
副
会
長
会

県
老
連
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

社
会
奉
仕
の
日

第
21
回
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

老
連
便
り
第
53
号
発
行

行　
　
　
事

10月

上
高
井
郡
交
流
マ
レ
ッ
ト
大
会

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

花
苗
の
配
布

11月

研
修
旅
行
（
中
止
）

県
老
連
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

県
老
連
女
性
指
導
者
研
修
会

12月

県
老
連
代
表
者
会
議

第
２
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会（
中
止
）

１月

正
副
会
長
会
・
教
養
部
会

第
３
回
輪
投
げ
大
会
（
中
止
）

２月

議
会
と
の
懇
談
会
（
延
期
）

第
25
回
冬
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
中
止
）

３月

正
副
会
長
会
・
教
養
部
会

決
算
監
査
会

理
事
会

老
連
便
り
第
54
号
発
行

令
和
２
年
度

村
等
の
要
請
に
よ
り
参
加
し
た
事
業

７月

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
料
理
教
室

９月

明
る
い
選
挙
推
進
大
会

12月

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
料
理
教
室

16 16 10 27 19 2122

4 220 4 211919

24

20

26 1283

1821

24 〜26 9 〜 10

258828 〜30

31 23

20 1530

11 5

915 9

14

高山村シニアクラブ連合会では会員を募集しています
会員になり、生き生きとしたシニアライフ（高齢期の生活）を実現しましょう
①地域に新しい仲間ができます。	 ②体力の維持・健康の増進になります。
③知識や経験を生かし、新しい能力の発揮ができます。	 ④社会活動への参画と貢献ができます。
⑤心の安らぎや充実感が得られます。

（次年度へ繰り越し）

令和 3 年 3 月 31 日　発行　（4）第　54　号


